
 

 

■ はじめに 
アザミウマは、ナスやトマトなど様々な農作物に被害を

与える害虫で、日本の野菜全体で毎年1,000億円を超える
経済損失が発生している。特に殺虫剤の効かないアザミ
ウマの発生が大きな問題となっており、全国に被害が拡大
している。 

殺虫剤に代わる防除法の一つに、害虫を捕食する天敵
を利用し害虫密度を抑制する「生物的防除法」がある。天
敵を露地栽培で利用する場合、自然環境に生息する土着
天敵を畑に誘引することで導入コストが下げられるが、効
率的な誘引方法が見つかっていない。 

本研究で私達は、天敵の一種であるナミヒメハナカメム
シの誘引方法として、光で天敵を行動制御するという画期
的な害虫管理技術を開発した (図1)。 
 
■ 活動内容 
１．天敵ナミヒメハナカメムシを誘引する波長の決定 

多くの昆虫は、光に向かって集まる特性 (走光性) を持
っており、この性質は昆虫の誘引行動を制御できる。本種
の誘引波長を特定するために、紫外 (波長365 nm) ・ 紫 
(405 nm) ・ 青 (450 nm) ・ 緑 (525 nm) ・ 橙 (590 
nm) ・ 赤 (660 nm) の6種の発光ダイオード (LED) を周
囲に配置した行動解析アリーナを設計して走光性反応を
調査した。その結果、本種は波長405 nmの紫色に強く誘
引されることを明らかにした。 
 
２．誘引光照射装置の開発 

光を照射し天敵を誘引するために、長さ3 mのロープ型
LEDを作成した (図2)。照射装置のLEDは、本種が最も
誘引される405 nmに波長ピークを持ち、明るさはLEDから
30 cmで0.821 μmol / m2 / sとなるように設計した。 

また、野外で本種を誘引するためには、その活動量が
高くなる時間帯に光を照射する必要がある。そこで、本種
の1日の活動時間を調査した。シャーレ内に1週間分の餌
と水分を用意し、シャーレ内を通過する赤外線を遮断する
回数を計測し、活動時刻を決定した。その結果、本種の活
動ピークが夕方頃にあることが判明したため、LEDの点灯
時間が17~20時になるようにタイマーを設置した。 
 
３．露地ナスでの実証栽培 

紫光の効果を確認するために、無農薬の露地栽培ナス
で実証試験を行った。試験圃場内に、ナスにLEDを照射

する区画 (LED照射区) としない区画 (非照射区) を設
けた。これらの区画でナスの葉上のヒメハナカメムシとアザ
ミウマを捕獲し、その密度を調査した。その結果、LED照
射区では、本種の密度が非照射区に対して185%増加し、
1ヶ月以上高い密度が維持された (図3)。また、LED照射
区のアザミウマ密度は、非照射区に対して60%減少し、持
続的に抑制された。 
 以上の結果から私達は、本ロープ型LED (405 nm) を
用いることで天敵ナミヒメハナカメムシの行動を制御でき、
害虫アザミウマを防除することが出来ると結論づけた。 
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図 1 光による天敵制御の概念図 

図 3 紫色 LED 照射による防除効果図 2 ロープ型 LED 
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